
滝沢市福祉システム構築業務プロポーザル実施要領  
 

１ 趣旨  
本市の福祉システムは、障がい福祉及び社会福祉、児童福祉分野において平成２１年度から導

入し、平成２７年度に更新し稼働してきました。今回、サーバーOS のサポート期限を迎えたことからセ
キュリティ対応のため、福祉システムを更新する必要があります。 
この要領は、福祉システムを更新するにあたり、機能、機器構成、導入及び移行方法、コスト、運

用保守等について事業者から提案を求め、最適な提案を採用するため、公募型プロポーザル（以下、
「プロポーザル」という。）の実施に係る手続き等について定めるものです。 

 
２ プロポーザルの概要  
（１）事業名  滝沢市福祉システム構築業務  
（２）方   法  公募型プロポーザル（市ホームページ） 
（３）詳   細  詳細は、本実施要領及び「滝沢市福祉システム構築業務企画提案依頼書」、「滝沢

市福祉システム構築業務仕様書（以下、「仕様書」という）」を確認のうえ、提案願い
ます。 

 
３ 主催及び担当  
（１）主催者          滝沢市  
（２）担当者          滝沢市健康福祉部地域福祉課  中村  
                  滝沢市健康福祉部児童福祉課  米田  
（３）問合せ・提出先     020-0692 岩手県滝沢市中鵜飼５５番地  
                  滝沢市役所  健康福祉部地域福祉課  
                  TEL：019-656-6517 
                  FAX：019-687-4318 
                  hukushi-rfp＠city.takizawa.iwate.jp 
 
４ 滝沢市福祉システム構築業務に係る仕様  

別添仕様書によります。 
 
５ プロポーザルの実施スケジュール 

内  容  日時（予定） 
公募型プロポーザルの実施  令和３年  ９月 29 日（水） 
参加申込  令和３年  ９月 29 日（水）から 

令和３年 10 月  ８日（金）１５時まで 
参加辞退  令和３年 10 月 29 日（金）１５時まで 
質問受付  参加申込後から 

令和３年 10 月 18 日（月）１５時まで 
質問の回答  令和３年 10 月 22 日（金）までに回答  
提案書提出期限  令和３年 10 月 29 日（金）１５時まで 



1 次審査結果通知  令和３年 11 月  ９日（火）予定  
2 次審査  
（プレゼンテーション等実施期間） 

令和３年 11 月 15 日（月）から 
令和３年 11 月 19 日（金）予定  

２次審査結果通知  令和３年 12 月 28 日（火）までに通知  
 ※日時は、新型コロナウイルス感染症の対策等の情勢により、変更となる場合があります。 
 
６ 滝沢市福祉システムの概要  

導入するシステムの業務範囲は、当市において「福祉システム」として稼働しているすべての業務及び
システム外で運用・管理している次のとおりの業務範囲です。詳細は、別添仕様書を確認ください。 
課名  業務名  

地域福祉課  障がい者手帳  身体障害者手帳  
療育手帳  
精神障害者保健福祉手帳  

手当  
 

特別障害者手当                （現行システム外） 
障害児福祉手当                （現行システム外） 
特別児童扶養手当  
在宅重度障害者家族介護慰労手当    （現行システム外） 

医療  自立支援医療（更生医療） 
自立支援医療（育成医療）        （現行システム外） 
自立支援医療（精神通院医療） 

障害者総合支援法
に基づく障害福祉サ
ービス 

介護給付  
訓練等給付  
地域相談支援  
計画相談支援  
児童福祉法給付  
補装具の給付  

障害者総合支援法
に基づく障害福祉サ
ービス（地 域生活
支援事業） 

相談支援                    （現行システム外） 
意思疎通支援                 （現行システム外） 
訪問入浴サービス               （現行システム外） 
日常生活用具の給付  
移動支援  
日中一時支援  
地域生活支援センターⅠ型  
地域生活支援センターⅡ型  
地域生活支援センターⅢ型  

その他  在宅酸素療法患者酸素濃縮器使用助成（現行システム外） 
難聴児補聴器購入費支給          （現行システム外） 
福祉タクシー助成券               （現行システム外） 

社会福祉  避難行動要支援  
児童福祉課  子ども子育て支援  保育所入所  



 保育所保育料  
施設等利用給付  施設等利用給付（幼児教育・保育の無償化） 
児童手当  
 

児童手当  
児童手当（施設） 

 
７ 履行期間  

契約日の翌日から令和５年３月３１日まで 
  ※ 新システムの本稼働及び保守等の運用開始時期は令和５年４月１日とします。 
  ※ 「９ 支払条件」のとおり、部分払いは応じません。 
  ※ 履行期間内に法改正等が施行された場合であっても、本事業の本稼働には支障が無いよう対

応してください。 
構築作業スケジュールは次のとおりを想定していますが、最適な構築作業スケジュールがある場合は、

提案願います。 
時期  概要  

令和 3 年 12 月末  事業者決定  
令和 4 年 2 月頃  契約予定  
令和 4 年 2 月～ システム構築及び移行作業  
令和 5 年 2 月頃  新システム運用テスト、平行運用  
令和 5 年 3 月  新システム研修会  
令和 5 年 3 月末  新システム完全移行作業  
令和 5 年 4 月～ 新システム運用開始  

 
８ 予算  
   予算は以下のとおりです。 
   予算上限額  ５３，５００千円（税抜） 
  ※ 予算上限額とは、「１０ 費用見積（１）システム構築・導入経費」に相当する上限額であり、

上限を超える場合には審査対象外とします。 
  ※ 予算上限額にランニングコスト及びデータ移行費のうち現行システムからデータを抽出する費用は

含みませんが、新システムへの取込費用は含みます。 
 
９ 支払条件  
（１）システム導入経費  
  ア 協議のうえで締結する契約条項に基づき、業務完了後に契約書に定める金額を、請求書の提

出に基づき支払います。 
  イ 全ての業務が完了後、事業完了となる令和４年度に完了後一括払いとし、部分払いは対応し

ません。 
（２）運用経費  
    別途契約締結し、支払いについては契約書によるものとします。 
 
  



１０ 費用見積  
費用見積は次の（１）から（３）の金額を提示してください。 

（１）システム構築・導入経費  
   事業期間内に行うシステム構築・導入に係る一切の経費について、以下に掲げる事項を踏まえた見
積額の総額を提示し、費用内訳書を添付してください。 

  ア 構築・導入に関するデータ移行費、システム開発費、カスタマイズ費、ネットワーク構築費（提案す
るシステムの導入に必要なネットワーク構築に係る全ての経費とし、クライアント類購入費を含む）、
本システムにおけるデータ連携機能構築費、ハードウェア費、システムソフトウェア費、アプリケーションソ
フトウェア費、通信費、教育訓練費、導入一時費、設定等のシステム稼働に至るまでの全費用  

  イ システム稼働に必要な他業務システム、既存システムで保有している各種データの取り込み・移行
作業に関する経費一式（データ範囲は別添の仕様書を確認ください） 

（２）システム導入後の運用経費  
システム導入後の運用経費（システム使用料、保守料、障害対応等の運用に係る必要な経費）

については、前記（１）と区分して 1 か年度毎に 5 か年度分の見積額を提示し、費用内訳書を添
付してください。 
運用期間に係るハードウェア及びソフトウェアに付属するメーカー保守、メーカーサポート等の費用につ

いても運用経費に含めることとしますが、一部「システム構築・導入経費」に含めざるを得ない場合や「シ
ステム構築・導入経費」に含めることで費用が抑えられる場合は、「システム構築・導入経費」に含むこ
とも可とします。 

   なお、運用・保守の履行期間は令和５年４月１日から５年間を想定していますが、国の推進する
「自治体の情報システムの標準化・共通化」の動向によってはその限りでないため、運用・保守の契約
については、契約前に協議により決定することとします。 

（３）拡張提案  
   本実施要領及び仕様書に関し、拡張的提案がある場合で、（１）、（２）の見積範囲外となる
提案については、その旨を明記し、可能な範囲で見積書を作成してください。 

 
１１ 参加資格要件  
   本プロポーザルに参加する事業者は、以下の要件を満たしていることとします。 
（１）滝沢市の令和元・２・３年度滝沢市物品の買入れ等競争入札参加資格者名簿の「情報処

理業務」の区分に登録されていること。 
（２） 地方自治法施行令（昭和２２年政令第１６号）第１６７条の４の規定に該当しないこと。 
（３）暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律引用第２条に掲げる暴力団、暴力団員等

又は暴力団若しくは暴力団員等と密接な関係を有する者でないこと。 
（４）会社更生法（平成１４年法律第１５４号）に基づく更生手続開始の申立て及び民事再生

法（平成１１年法律第２２５号）に基づく更生手続開始の申立てがなされている者でないこと。 
 
１２ 参加受付  
   本プロポーザルへの参加方法等は以下のとおりとします。 
（１）参加受付期限   令和３年１０月８日（金）１５時（必着） 
（２）提出先       「３ 主催及び担当」の「（３）問合せ・提出先」で示す提出場所  



 
（３）提出方法  

郵送又は電子メールにより提出してください。なお、郵送の場合は受理等を確認できる方法を取って
ください。電子メールの場合は、到達を電話で確認のうえ、後日原本を郵送してください。 

（４）提出書類  
ア 滝沢市福祉システム構築業務プロポーザル参加申込書（様式１） 
イ 会社概要（経歴書）（任意様式） 
ウ 過去の類似実績（任意様式） 

（５）参加受付後に「１１ 参加資格」の要件を欠く事実が発覚した場合は、参加取消の通知をしま
す。 

 
１３ 仕様書等の配布  

「１２ 参加受付」による参加申込の受付後、本プロポーザルの参加申込業者に対し、以下の書
類を個別に電子メールにて配布します。 

（１）滝沢市福祉システム構築業務仕様書  
（２）その他仕様に係る書類  
 
１４ 質疑及び回答  
（１）質疑の受付は「１２ 参加受付」による参加申込の受付後、随時受け付けます。 
（２）質疑については「滝沢市福祉システム構築業務プロポーザルに係る質問書（様式３）」の提出に

よるものとし、電話等での質問は受付けません。なお、質問書の内容に疑義が生じた際は、質問者
へ電話等で問合せする場合があります。 

（３）質問書は「３ 主催及び担当」の「（３）問合せ・提出先」に電子メールで提出してください。 
（４）質問の受付期限は、以下のとおりとします。 

  【質問受付期限】 令和３年１０月１８日（月）１５時（必着） 
（５）質問事項の回答は令和３年１０月２２日（金）１７時までに行います。なお、質疑内容及

び回答内容については本プロポーザルの参加申込業者すべてに共有します。 
 
１５ 提案書等の提出  

提案書等の提出方法は以下のとおりとします。 
（１）提出期限     令和３年１０月２９日（金）１５時（必着） 
（２）提出先       「３ 主催及び担当」の「（３）問合せ・提出先」で示す提出場所  
（３）提出方法  
  （４）の書類（紙及び電子ファイル）を持参又は郵送により提出してください。電子ファイルについて
は、CD-R 又は DVD-R にて提出してください。 

（４）提出書類及び部数  
ア 提案書及び機能要求回答書（正本）  １部（紙及び電子ファイル） 
イ 提案書及び機能要求回答書（副本）  １３部（紙） 

（５）提案内容     別添仕様書を確認してください。 
（６）留意事項  



ア 提案書は本実施要領及び仕様書等に基づき、作成してください 
イ 正本１部は代表者印を押印し、副本はそのコピーとします 
ウ 見積書は提案書に含めてください。 
エ 提出期限後の内容の変更、追加、修正及び再提出は認めません。 
オ 指定様式以外は任意とします。 
カ 電子ファイルは PDF 形式としてください。 
キ 提出された印刷物及び電子ファイル等は、返却いたしません。 

 
１６ 参加辞退  

「１２ 参加受付」による参加申込の受付後、辞退する場合は、以下の書類を令和３年１０月
２９日（金）１５時までに 「３ 主催及び担当」の「（３）問合せ・提出先」に提出してください。
提出は原則、郵送又は電子メールによることとします。なお、郵送の場合は受理等を確認できる方法を
取ってください。電子メールの場合は、到達を電話で確認のうえ、後日原本を郵送してください。 

（１）滝沢市福祉システム構築業務プロポーザル参加辞退書（様式２） 
 
１７ 事業者の選定  

別に組織する滝沢市福祉システム構築業務委託候補者選定委員会（以下「選定委員会」とい
う。）が評価基準を定めて実施する、第一次審査、第二次審査により選定します。なお、参加申込
者が１社のみの場合にあっても、選定委員会において提案内容の審査を行い、選定の可否を決定す
るものとします。 

 
１８ 最優秀提案者の決定  
（１）１次審査として、選定委員会により提案書類の審査を行い、２次審査対象者（最大３者）を

選定し、対象者に対しその旨の通知を行います。 
（２）１次審査を通過した提案者のプレゼンテーション及びデモンストレーションによる２次審査を実施後、

選定委員会において、提案による評価と費用を総合的に審査し、最終的に入札委員会にて契約
締結に向けた最終協議を行うものを決定します。 

（３）１次審査と２次審査の評価点を合計した点数が、最も高い者を最優秀提案者、次点の者を
次順位提案者として決定し、最優秀提案者と契約内容の詳細協議を行います。 

（４）最優秀提案者との詳細協議の期間は別に定めます。 
（５）最優秀提案者との詳細協議が期限までに整わない場合等には協議を終了し、ただちに次順位

提案者と協議を行うものとします。ただし、協議が期限内に終了しない理由が、明らかに本市に起因
する場合はこの限りではありません。 

（６）最終審査結果については、最終評価レポートとしてそれぞれの提案者に通知します。 
 
１９ 審査  
（１）評価方法は総合評価方式とし、一次審査と二次審査に分けて評価を行います。一次審査は

「提案書」における明確な欠陥事由の有無の確認及び「機能要求書」、「見積書」の書類審査に
より実施し、二次審査は提案書内容とプレゼンテーション及びデモンストレーションにより評価を行いま
す。 



（２）評価にあたっては、別に定める評価基準により、以下の内容について評価を行います。 
ア 仕様書の理解度、具体性と実現性、信頼性  
イ 業務の実現性と効果、拡張性  
ウ 構築スケジュール及び実施体制  
エ 運用方法及び保守体制  
オ 導入経費及び運用経費等  

（３）「機能要求書」の回答において、「必須」としている項目に「■（改修対応できるが、本事業内で
は実現できない）」または「×（要件を実現できない）」の回答がある提案については、選定委員会
において協議を行い、一次審査通過の可否を決定します。 

（４）評価基準  
   選定にあたっての配点は下表のとおりとします。 

審査  内容  点数配分  方法  

一次審査  

機能評価  ２，５００点  機能要求書の回答により評価  

導入経費及び運用
経 費 （見 積 書 評
価） 

５００点  
「システム構築・導入経費」、「システム導入
後の運用経費」の見積金額に応じ評価  

二次審査  

仕様書の理解度、
具体性 と実現性 、
信頼性  

３，０００点  

提案書等とプレゼンテーション及びデモンストレ
ーションにより評価  

業務の実現性と効
果、拡張性  
構築スケジュール及
び実施体制  
運用方法及び保守
体制  

運用経費等  
過去の改修費用実績も含め総合的にコスト
を評価  

 
２０ 注意事項  
（１） 詳細は、別添仕様書を確認してください。 
（２） 契約を締結することが著しく不適当と認められる事情が生じた場合は、契約を締結しない場合     

があります。また、その場合、本市はそれに伴って生じる費用の一切を補償しません。 
（３） 次のいずれかの事項に該当する場合は、本件への参加資格を満たさなかったものとして、失格とし

ます。また、契約締結後にこれらの事項に該当することが明らかになったときは、当該契約を無効と
し、解除することができることとします。 

   ア  本プロポーザルに係る関係者に対し、故意に接触を図り、自社の有利を図る行為を行ったとき。 
   イ  他の参加者と提案書の内容又はその意志について、相談又は開示を行ったとき。 
   ウ  提出書類に、虚偽の内容が記載されていることが判明したとき。 
   エ  本プロポーザルの審査終了後に、参加要件を満たしていない事実が発覚したとき。 



   オ  本プロポーザル手続きにおいて、審査結果に影響を及ぼす恐れのある不正行為を行ったと本市
が判断したとき。 

（４） 提案書の文言の表記については、可能な限りわかりやすく平易な表現としてください。 
（５） 提案依頼書に基づく提案書の作成及び今後発生し得る契約締結前の提案者の本市に対す   

るプレゼンテーション及びデモンストレーションその他に係る経費の一切は、提案者の負担とします。 
（６） 提案書及び提案いただく過程で知り得た情報に関しては、他社へ漏えいすることが無いよう取り扱

います。また、提案者におかれましても十分留意してください。 
（７） 参加申込書提出後から最優秀提案者決定までの間は、特別な理由がない限り、滝沢市健康

福祉部地域福祉課及び児童福祉課への立ち入りを禁止します。 
（８） 提出書類の著作権は、各提案者に帰属しますが、本市が本プロポーザルに関する市内部報告

等のため必要な場合は、提案者の承諾を得ずに提出書類を無償で利用・複製することができる
ものとします。 

（９） 本プロポーザルに係る提案は、１提案者につき１提案とします。 
（10）提出された書類は、返却しません。 
（11）提出期限後の提出書類の変更、差替え又は再提出は認めません。 
（12）本プロポーザルの審査過程は、非公開とします。 
（13）本提案募集要項及び別添仕様書に規定されていない事項が発生したときは、公平性を考慮の

うえ、適宜判断します。 


